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出村さん
（全道庁労連）

国島さん
（全道庁労連）

奥山さん
（士別市職労）

藤盛さん
（函館市職労）

２
０
０
８
春
闘
方
針
の
概
要

道
当
局
は
、
１０
％
独
自
削
減
２
年
間

と
い
う
約
束
を
破
り
不
当
労
働
行
為
と

も
い
え
る
９
％
４
年
間
の
提
案
を
し
て

き
た
。
地
公
三
者
共
闘
に
結
集
し
、
全

道
で
の
チ
ラ
シ
配
布
等
を
行
い
な
が
ら

道
民
参
加
の
財
政
再
建
を
訴
え
て
き

た
。
運
営
責
任
は
道
当
局
に
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
９
％
カ
ッ
ト

に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
姿
勢
に
抗
議
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
た
か
い

に
結
集
し
た
力
を
春
闘
へ
引
き
続
き
結

び
付
け
て
い
く
。

原
油
引
き
上
げ
な
ど
、
地
域
経
済
は

厳
し
い
状
況
が
続
く
。
有
効
な
手
だ
て

を
し
な
い
福
田
政
権
を
打
倒
し
、
労
働

者
・
地
方
へ
の
分
配
率
を
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
炭
地
・
病
院
赤

字
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
の
財
政
状
況

は
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
人
件
費

に
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
一
体

と
な
っ
て
逆
風
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
０８
春
闘
は
厳
し

い
闘
い
に
な
る
が
今
中
央
委
員
会
で
闘

う
意
思
統
一
を
お
願
い
す
る
。

道道本本部部 第第110077回回中中央央委委員員会会
委委員員長長ああいいささつつ

三浦 正道

００００００００００００００００００００００００００００８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘
で
逆
風
に
立
ち
向
う

労労
働働
者者
・・
地地
方方
へへ
のの
分分
配配
率率
引引
きき
上上
げげ

道
本
部
は
２
月
４
日
、
北
海
道
自
治
労
会
館
で
、
第

１
０
７
回
中
央
委
員
会
を
開
き
中
央
委
員
、
傍
聴
を
含

む
３
０
０
人
（
女
性
３０
人
）
が
参
加
し
た
。
委
員
会
で

は
、
０７
秋
期
闘
争
総
括
、
０８
当
初
予
算
、
０８
春
闘
な
ど

当
面
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。ま
た
、今
年
想
定
さ
れ
る

解
散
総
選
挙
に
向
け
て「
解
散
・
総
選
挙
に
追
い
込
み
、

民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権
交
代
を
め
ざ
す
」決
議
と
、

自
治
体
財
政
確
立
に
つ
い
て「
地
域
医
療
を
守
り
、公
共

サ
ー
ビ
ス
の
縮
減
を
許
さ
な
い
」決
議
を
行
っ
た
。

経
過
報
告

道
本
部
執
行
部
か
ら
、
昨

年
１０
月
以
降
の
活
動
、
地
公

三
単
産
統
合
名
称
問
題
、「
夕

張
の
財
政
再
建
問
題
」
に
関

す
る
と
り
く
み
、
会
計
決

算
、
な
ど
を
報
告
し
た
。

【
質
疑
・
討
論
】

１１
月
５
日
、
不
当
労
働
行

為
と
も
言
え
る
２
年
間
の
約

束
を
や
ぶ
る
提
案
に
、
地
公

三
者
共
闘
で
抗
議
声
明
、
要

求
と
提
言
を
出
し
た
。
具
体

的
な
内
容
が
出
て
こ
な
い
交

渉
が
続
い
た
が
、
削
減
の
一

律
変
更
、
若
年
層
に
つ
い
て

圧
縮
す
る
事
が
で
き
２
時
間

ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
、
２９
分
時

間
内
抗
議
集
会
に
変
更
し

た
。青

年
部
の
春
闘
の
課
題
に

つ
い
て
、賃
金
・
職
場
合
理
化

を
自
己
解
決
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
赤
手
帳
付
け
と
職
場
実

態
討
論
に
よ
り
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
独
自
要
求
へ
と
つ

な
げ
る
。
ま
た
、
新
規
採
用

が
抑
制
さ
れ
、
部
の
存
続
問

題
も
あ
る
が
、
横
の
連
携
を

強
化
し
運
動
を
展
開
す
る
。

女
性
部
は
女
性
交
流
集
会

を
開
催
し
、
春
闘
の
課
題
を

共
有
し
た
。
講
演
で
は
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
を
学
び
、
分
散

会
で
は
非
常
勤
職
員
の
配
置

問
題
、
女
性
管
理
職
登
用
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
政
治
集
会
で
あ
い
は

ら
参
議
と
意
見
交
換
し
、
現

場
か
ら
政
治
に
訴
え
た
い
と

の
声
が
あ
が
っ
た
。

一
昨
年
、
組
織
内
の
金
田

衆
議
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
病

状
は
回
復
し
た
が
次
期
出
馬

は
断
念
し
た
。
道
本
部
・
連

合
北
海
道
・
ニ
セ
コ
町
職
と

協
議
し
、
後
継
に
は
逢
坂
衆

議
を
組
織
内
候
補
に
決
定
し

た
。
管
内
で
は
新
人
に
近
い

が
、
逢
坂
さ
ん
の
勝
利
に
向

け
、ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。

【
道
本
部
答
弁
】

山
上
書
記
長

全
道
庁
の
み

な
さ
ん
の
厳
し
か
っ
た
１
月

闘
争
の
闘
い
を
労
い
た
い
。

ご
協
力
頂
い
た
地
本
、
単
組

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
。
成
果

と
課
題
を
明
ら
か
に
し
政
権

交
代
の
た
た
か
い
に
生
か
し

た
い
。

厳
し
い
情
勢
の
中
、
若
い

諸
君
が
献
身
的
に
た
た
か
い

活
性
化
の
前
進
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
先
頭
に

立
っ
て
奮
闘
を
願
う
。

女
性
部
に
は
、
多
く
の
と

り
く
み
を
頂
い
て
い
る
。
男

女
が
と
も
に
担
う
と
り
く
み

し
っ
か
り
や
る
。

金
田
衆
議
の
こ
の
間
の
と

り
く
み
に
敬
意
を
表
す
る
、

そ
の
議
席
を
守
る
た
め
逢
坂

さ
ん
の
必
勝
に
向
け
頑
張

る
。

次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
中
国
産
の

農
薬
入
り
餃
子
。
い
っ
た
い
誰
が
ど
ん

な
目
的
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
か
？

そ
れ
に
し
て
も
驚
い
た
の
は
「
手
作
り

餃
子
」の
ネ
ー
ミ
ン
グ
通
り
中
国
の
工

場
で
は
手
作
り
だ
。
日
本
の
工
場
は
機

械
で
作
る
の
が
あ
た
り
ま
え
。

駆
け
込
み
出
産
が
増
え
て
い
る
と

か
。
検
診
料
が
高
く
て
払
え
な
い
の
が

理
由
の
一
つ
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
１

回
検
診
に
行
け
ば
、
高
額
の
お
金
が
無

く
な
る
。
生
ま
れ
る
間
際
ま
で
病
院
に

行
け
な
い
人
が
い
る
こ
の
国
は
ど
う
か

し
て
い
る
。
無
料
化
を
期
待
し
た
い
。

道
本
部
に
結
集
す
る
多
く
の
仲

間
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
激
励
・

諸
行
動
へ
の
結
集
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
１
月
闘
争
は
３０
日
未

明
の
収
束
に
な
り
ま
し
た
。
厳
し

い
結
果
に
な
り
、
組
合
員
・
家
族

や
支
援
を
い
た
だ
い
た
仲
間
の
皆

さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
現
在
、
総
括
運
動

を
始
め
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
結

果
や
悔
し
い
思
い
が
交
錯
し
、
な

か
な
か
冷
静
な
分
析
が
で
き
な
い

で
い
ま
す
。
一
律
削
減
を
修
正
さ

せ
、
若
年
層
の
負
担
軽
減
や
職
責

に
応
じ
た
負
担
に
つ
い
て
は
、
一

定
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
重
い
独
自
削
減
を
さ
ら
に
継

続
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
求
に
対

す
る
具
体
的
回
答
を
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
示
さ
な
い
道
側
の
不
誠
実
な
態

度
に
怒
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
が
、

財
政
危
機
の
構
造
を
変
え
な
い
限

り
、
根
本
的
な
解
決
は
難
し
い
と

改
め
て
感
じ
た
闘
争
で
し
た
。
道

内
の
７
割
近
い
自
治
体
で
、
賃
金

の
独
自
削
減
が
実
施
さ
れ
、
全
国

的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

私
は
、
自
治
労
県
職
共
闘
会
議
の

議
長
で
す
が
、
地
方
財
政
の
確
立

に
向
け
て
自
治
労
が
も
っ
と
力
を

発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
政
治
の
課
題
で
あ
り
、
世
論

に
訴
え
る
大
衆
運
動
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
政
権
交
代
を
実
現

し
、
地
方
の
疲
弊
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
。
地
方
財
政
確
立
の
足
掛

か
り
を
つ
く
る
。
こ
こ
か
ら
初
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
た

た
か
い
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

１
月
闘
争
を
終
え
て

全
道
庁
労
連
執
行
委
員
長

出
村

良
平

朔 風

た
た
か
い
の
要
求
と
課
題

■
生
活
の
維
持
・
改
善
を
は
か
る
賃
金
水
準
・
制
度
の

実
現
を
め
ざ
す

・
自
治
労
第
１
３
５
中
央
委
員
会
お
よ
び
、
道
本
部
第

１
０
７
回
中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
１
％
（
平
均

４
、
１
０
０
円
）
以
上
を
要
求

・
給
与
等
の
独
自
削
減
に
原
則
反
対

昇
格
・
昇
給
基
準
の
改
善
及
び
自
治
体
間
・
職
種

間
、
中
途
採
用
者
の
賃
金
格
差
の
解
消

・
継
続
課
題
の
解
決

■
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
働

者
の
格
差
是
正

・
自
治
体
最
賃
を
制
度
化

■
技
能
労
務
（
現
業
）
職
員
の
賃
金

・
現
行
水
準
の
維
持
を
目
標
に
交
渉
を
強
化

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２
月
１４
日
～
２
月
２０
日

ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票

２
月
２０
日

要
求
書
提
出

要
求
書
提
出
～
３
月
末

組
合
旗
掲
揚
、
リ
ス
ト
バ
ン

ド
着
用

２
月
２９
日
回
答
指
定
日

３
月
３
日
～
３
月
７
日

重
点
交
渉
期
間
、
腕
章
着
用

３
月
７
日

２９
分
時
間
内
く
い
込
み
集
会

超
勤
拒
否
、
出
張
拒
否

JICHIRO スケジュール
２００８年２月

２２日�金 町村職総決起集会（東京）

２３日�土 道本部学校「保育学習会・社会福祉コース」

（札幌市）

２６日�火 第１１回執行委員会（札幌市）

２９日�金 道本部学校「現業・公企コース」（～３月１

日、札幌市）

２００８年３月

７日�金 対自治体闘争２９分時間内くいこみ集会

８日�土 ３．８国際女性デー北海道集会（札幌市）
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おいしいものプレゼント

近藤さん
（室蘭病職）

田中さん
（足寄町職）

澤田さん
（東神楽町職）

松尾さん
（美幌町職）

南部谷さん
（苫小牧市職労）

藤盛さん
（函館市職労）

大竹さん
（旭川市職労）

岡村さん
（十勝地本）

武山さん
（網走地本）

厚谷さん
（夕張市職労）

鈴木さん
（北見市労連）

山田さん
（津別町職）

松坂さん
（胆振地本）

難波さん
（上川地本）

春
闘
は
、た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト

病
院
合
理
化
／
住
宅
手
当
削
減
／
民
間
移
譲
／
独
自
削
減
／
財
政
健
全
化

新

規

加

盟

厚
沢
部
町
職

副
委
員
長

安
田

光
さ
ん

今
ま
で
は
、
理
事
者
の
言

い
な
り
だ
っ
た
が
組
合
か
ら

主
張
し
て
い
こ
う
と
仲
間
と

立
ち
上
が
っ
た
。

佐
々
木
事
業
所
ユ
ニ
オ
ン

委
員
長

逢
坂
和
也
さ
ん

新
規
加
盟
の
承
認
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
共

に
闘
っ
て
い
き
た
い
。

は
く
ち
ょ
う
労
組

執
行
委
員

対
馬
美
智
子
さ
ん

組
合
設
立
以
降
、
当
局
か

ら
強
い
バ
ッ
シ
ン
グ
を
う
け

て
い
る
。
施
設
を
良
く
す
る

た
め
、
共
に
頑
張
る
。

政権交代めざす
推薦状
交 付仲野ひろ子衆

議・逢坂誠二衆
議

方
針
に
対
す
る
質
問

人
勧
尊
重
と
当
局
が
言
っ

て
い
た
が
、
今
年
は
人
勧
凍

結
と
い
っ
て
い
る
。
方
針
で

は
、「
参
考
（
尊
重
）」と
な
っ

て
い
る
が
「
参
考
」
と
位
置

づ
け
て
い
る
の
か
。
公
立
病

院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
問

題
で
、
合
理
化
が
進
み
、
地

域
医
療
が
捨
て
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
、
反
対
の
取
り
組

み
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

確
定
期
に
合
理
化
提
案
。

当
初
予
算
闘
争
で
１
時
間
ス

ト
を
配
置
し
交
渉
。
清
掃
パ

ト
ロ
ー
ル
業
務
は
委
託
と
な

っ
た
が
保
育
用
務
・
学
校
業

務
は
押
し
返
し
た
。
今
後
も

組
織
の
総
力
で
跳
ね
返
す
。

民
主
党
の
主
張
や
行
動
は
組

合
員
の
政
治
離
れ
や
動
揺
に

繋
が
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

政
党
と
は
緊
張
感
の
あ
る
相

互
関
係
が
重
要
、
見
解
と
今

後
の
取
り
組
み
の
提
示
を
。

人
勧
に
よ
り
、
当
町
で
も

住
宅
手
当
を
国
公
並
み
に
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
総
務
省
か
ら
は
地
域
の
人

勧
に
従
う
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
る
。
手
当
て
の
削
減
は
地

域
経
済
に
大
き
く
打
撃
を
与

え
る
。
そ
の
よ
う
な
勧
告
を

出
さ
せ
な
い
よ
う
、
中
央
に

意
見
反
映
し
て
ほ
し
い
。

東
神
楽
町
長
選
挙
は
、
現

職
と
新
人
の
た
た
か
い
に
町

職
の
臨
時
大
会
で
現
職
の
支

持
を
決
定
。
教
組
は
新
人
を

支
持
し
地
域
の
連
合
を
２
分

し
た
。
新
人
の
勝
利
と
な
り

住
民
の
総
意
と
考
え
て
い

る
。地
本
に
支
援
を
要
請「
支

持
で
は
弱
い
」と
断
ら
れ
た
。

自
治
労
と
し
て
支
援
が
頂
け

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
民
間
移
譲
の
提
案
で
利

用
者
家
族
会
と
連
携
し
、８
、

５
２
４
筆
の
署
名
を
集
約
。

１２
月
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
廃

止
条
例
が
議
会
提
案
。
推
薦

町
議
と
連
携
し
取
り
組
む
。

国
保
病
院
医
療
請
求
事
務
等

臨
時
職
員
の
、「
委
託
先
で
の

雇
用
」
を
白
紙
撤
回
に
向
け

交
渉
中
。
委
託
先
の
賃
金
・

労
働
条
件
も
示
さ
れ
て
い
な

い
。
道
本
部
・
地
本
に
協
力

を
い
た
だ
き
全
力
で
闘
う
。

４
・
１
％
２
年
間
限
定
で

独
自
削
減
中
、
新
た
に
約
束

反
故
の
５
・
６
％
の
削
減
提

案
。
交
渉
で
、
当
局
が
責
任

を
認
め
た
、
引
き
続
き
交
渉

を
強
化
す
る
。
国
や
道
か
ら

当
局
に
対
し
、
起
債
の
借
り

入
れ
制
限
を
ち
ら
つ
か
せ
合

理
化
を
進
め
る
状
況
が
あ

る
。
道
本
部
と
し
て
、
今
後

さ
ら
に
対
応
を
要
請
す
る
。

新
た
な
公
務
員
制
度
と
し

て
の
年
金
の
し
く
み
で
、
各

組
合
の
拠
出
が
明
確
な
理
由

が
な
い
ま
ま
金
額
が
決
定
し

た
。
掛
金
の
引
き
上
げ
や
後

期
高
齢
者
の
関
係
で
負
担
が

増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
公
務
労
協
と
連
携
し
取

り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
。

統
一
要
求
書
の
在
級
年
数

に
つ
い
て
多
く
の
単
組
で
方

針
内
容
は
ク
リ
ア
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
要
求
は

少
し
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
た
ほ

う
が
い
い
と
思
う
。
ま
た
、

道
当
局
か
ら
次
々
に
助
言
が

入
り
対
応
に
追
わ
れ
て
い

る
。
道
本
か
ら
も
対
道
交
渉

に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

住
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
、

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
を
理
由
に
独

自
削
減
が
出
て
き
て
い
る
。

勤
務
時
間
延
長
は
国
に
合
わ

せ
、
国
が
短
縮
し
て
も
、
自

治
体
は
対
住
民
と
な
る
、
も

っ
と
声
を
あ
げ
る
べ
き
。
地

公
三
者
の
ビ
ラ
は
、
地
本
で

他
産
別
の
分
も
回
収
し
て
取

り
組
ん
だ
。
地
域
任
せ
で
は

な
く
縦
の
取
り
組
み
必
要
。

美
幌
の
提
案
は
、
地
本
と

し
て
も
完
全
撤
回
を
目
標
に

連
携
し
抗
議
打
電
な
ど
取
り

組
む
。
全
単
組
の
協
力
を
要

請
す
る
。
ま
た
最
悪
の
事
態

に
対
す
る
法
的
な
指
導
を
お

願
い
す
る
。
は
く
ち
ょ
う
労

組
は
、
労
働
委
員
会
に
救
済

申
し
立
て
を
し
た
。
地
本
も

活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
く
が
、
全
道
か
ら
も
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。

今
や
め
て
も
仕
事
が
な
い

状
況
で
退
職
者
数
は
減
少
し

た
。
財
政
再
建
計
画
を
作
っ

て
も
国
は
支
援
す
る
気
は
な

い
。
職
員
は
将
来
が
見
え
な

い
中
で
働
い
て
い
る
。
財
政

健
全
化
計
画
は
当
局
主
体
、

知
事
も
支
援
を
表
明
し
て
い

る
だ
け
の
現
状
だ
。世
論
・
市

民
の
壁
は
厚
い
が
地
域
回
復

の
た
め
組
合
に
結
集
す
る
。

財
政
健
全
化
法
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
春
闘
か
ら

確
定
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
る
と
い
う
こ
と
な
の

か
。
ま
た
、
財
政
問
題
に
つ

い
て
は
労
使
協
調
も
や
む
な

し
と
も
と
れ
る
。

今
春
闘
期
は
、
交
渉
で
今

後
の
事
業
に
ど
れ
だ
け
の
お

金
が
か
か
る
の
か
、
人
件
費

を
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
各

種
闘
争
に
翻
弄
さ
れ
、
職
場

段
階
で
自
分
た
ち
の
毎
日
の

働
か
さ
れ
方
の
話
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
取
り
組
み

の
意
義
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う

春
闘
か
ら
頑
張
る
。

人
勧
に
関
す
る
答
弁
、
尊

重
（
参
考
）
と
言
っ
た
が
逆

で
は
な
い
か
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
、
春
闘
方
針
で
は

人
勧
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い

な
い
。
今
春
闘
で
ど
の
よ
う

な
要
求
と
な
る
の
か
。

国
の
人
勧
尊
重
の
闘
い
は

理
解
で
き
る
が
、
あ
く
ま
で

も
賃
金
決
定
は
地
公
法
２４
条

に
あ
る
よ
う
に
、
人
勧
は
賃

金
決
定
の
一
要
素
。
基
本
線

は
変
わ
ら
な
い
、
賃
金
は
生

活
給
、
労
使
交
渉
で
決
着
す

る
の
が
賃
金
闘
争
。
春
闘
で

各
単
組
が
闘
い
ぬ
く
の
だ
と

受
け
止
め
て
い
る
。

道
本
部
は
、
第
４５
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
組
織
内
候

補
と
し
て
、
北
海
道
７
区
の
仲
野
ひ
ろ
子
衆
議
（
用
務

で
欠
席
。
秘
書
が
代
理
で
受
け
取
っ
た
。）と
、
８
区
で

立
候
補
予
定
の
逢
坂
誠
二
衆
議
に
推
薦
状
を
交
付
し
、

政
権
交
代
を
め
ざ
し
て
闘
う
こ
と
を
決
め
た
。

逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員

推
薦
状
を
い
た
だ
き
心
か

ら
感
謝
す
る
。「
自
治
」
が
私

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

大
き
な
仕
事
で
あ
る
。
心
に

重
く
刻
み
ま
い
進
す
る
。

道
路
特
定
財
源
を
上
げ

る
、
下
げ
る
の
問
題
で
は
な

い
。
一
般
財
源
化
し
透
明
化

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

財
源
が
減
る
か
ら
首
長
は

反
対
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
本
音
は
一
般
財
源
化
。

地
方
分
権
に
向
け
努
力
し
て

い
く
。 賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃
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道
本
部
答
弁

杉
谷
副
委
員
長

病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

来
年
度
中
に
プ
ラ
ン
の
策

定
。
病
院
広
域
化
・
連
携
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

意
見
反
映
を
行
っ
て
き
た
。

連
合
で
は
、
地
域
医
療
を
守

る
対
策
委
員
会
を
つ
く
る
。

自
治
労
も
主
体
的
に
関
わ
っ

て
お
り
、
組
織
内
国
会
議

員
・
本
部
と
連
携
し
対
策
の

強
化
を
行
う
。

東
神
楽
の
選
挙
闘
争
に
つ

い
て
、
街
づ
く
り
を
含
め
大

変
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
う
。

推
薦
基
準
が
あ
り
、
単
組
は

支
持
で
止
ま
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
地
本
で
は
近
隣
単

組
に
紹
介
の
要
請
を
行
っ

た
。美

幌
の
特
養
合
理
化
に
対

し
て
、署
名
・
推
薦
議
員
を
含

め
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
病
院
の
非
常
勤
職
員
の

雇
用
に
つ
い
て
、
判
例
も
出

て
い
る
の
で
、
単
組
と
連
携

し
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

苫
小
牧
の
独
自
削
減
に
対

す
る
取
り
組
み
は
国
・
道
の

攻
撃
が
強
ま
っ
て
き
て
い

る
。
中
央
で
の
交
渉
や
道
本

部
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。共

済
関
係
に
つ
い
て
も
、

本
部
・
道
本
部
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

地
公
三
者
で
の
取
り
組
み

は
、
意
思
統
一
が
不
十
分
で

あ
っ
た
と
思
う
。
し
っ
か
り

総
括
し
進
め
て
行
き
た
い
。

網
走
地
本
の
組
織
化
の
取

り
組
み
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

継
続
雇
用
が
必
要
だ
し
、
直

営
で
の
対
応
が
必
要
。

山
田
副
委
員
長

国
の
人
勧
を
尊
重
し
、
組

合
員
の
気
持
ち
を
入
れ
要
求

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。網

走
の
合
理
化
に
つ
い

て
、
厳
し
い
結
果
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
委
託
合
理
化
さ

れ
て
い
る
組
合
員
の
生
活
を

守
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
。持

ち
家
手
当
て
に
つ
い
て

地
方
の
制
度
と
し
て
国
も
認

め
き
た
。
地
方
分
権
の
観
点

か
ら
も
、
首
長
に
対
し
て
国

に
求
め
る
よ
う
取
り
組
み
の

強
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

在
級
年
数
短
縮
は
、
早
く

取
れ
る
単
組
は
先
頭
に
立
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
求
め

る
。春

闘
は
全
て
の
た
た
か
い

の
ス
タ
ー
ト
。
国
並
み
に
つ

い
て
は
最
低
基
準
。
要
求
書

を
全
単
組
で
出
す
取
り
組
み

の
強
化
を
求
め
る
。

財
政
確
立
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
で
人

件
費
が
削
減
さ
れ
て
お
り
組

合
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
運
動

の
構
築
を
。

退
職
不
補
充
で
厳
し
く
な

っ
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
。
今
後
職
場
に
根
ざ
し
た

提
起
を
し
て
い
く
こ
と
を
約

束
す
る
。

山
上
書
記
長

基
本
的
な
賃
金
闘
争
は
労

使
交
渉
で
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
な
い
。
時
々
の
情
勢
に
よ

っ
て
最
低
限
度
の
人
勧
体
制

を
堅
持
と
い
う
戦
術
が
あ

る
。
改
め
て
今
日
の
議
論
を

ふ
ま
え
、
公
式
の
見
解
（
左

記
※
に
記
載
）
を
誤
解
の
な

い
よ
う
に
お
示
し
す
る
。

※
道
本
部
執
行
委
員
会
見
解

第
１
０
７
中
央
委
員
会
議

案
の
、「
２
０
０
７
秋
期
闘
争

中
間
総
括
」
に
あ
る
（
Ｐ

８
・
１０
行
目
）「
参
考（
尊
重
）」

と
い
う
姿
勢
は
、
賃
金
労
働

条
件
は
労
使
交
渉
で
決
着
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
、
最

低
限
改
善
と
な
る
人
事
院
勧

告
内
容
に
つ
い
て
は
尊
重
さ

せ
る
と
い
う
意
味
を
示
し
て

い
る
。

写真左から、はくちょう労組・対馬さん、佐々木事業所ユニオ
ン・逢坂さん、厚沢部町職・安田さん、中里さん、石井さん

新たな仲間・３単組が加盟
逢坂誠二衆議院議員

２００８
春闘 「中央での交渉や道本部

の役割を果たしていく」
と答弁する杉谷副委員長

国
政
報
告

友
利
中
央
執
行
委
員

自
治
労
第
１
３
５
回
中
央

委
員
会
で
は
�
１
％
以
上
の

賃
上
げ
要
求
、
�
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
劣
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展

開
、
�
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確

立
―
を
軸
と
す
る
０８
春
闘
方

針
を
確
立
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
自
治
体
財
政

は
、
本
部
財
政
セ
ミ
ナ
ー
に

当
初
予
定
を
上
回
る
参
加
者

に
な
っ
た
。
自
治
体
財
政
健

全
化
法
へ
の
各
単
組
の
懸
念

が
伺
え
る
。
参
院
選
に
よ
り

中
央
省
庁
も
少
し
対
応
変
わ

っ
た
が
、
根
本
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

職
場
の
闘
い
が
世
論
か
ら

評
価
さ
れ
な
い
現
状
だ
が
、

中
央
委
員
会
で
も
推
薦
決
定

し
た
仲
野
・
逢
坂
両
衆
議
を

は
じ
め
、
全
候
補
の
完
勝
め

ざ
し
て
衆
院
選
の
取
り
組
み

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
央
情
勢
報
告

５
兆
円
以
上
が
道
路
だ
け

に
使
わ
れ
て
い
る
。
特
定
財

源
と
し
て
残
す
の
で
は
な

く
、
一
般
財
源
と
す
べ
き
で

あ
る
。

職
場
で
は
、
地
域
の
道
路

は
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う
議

論
に
な
る
か
と
思
う
。
民
主

党
と
し
て
も
説
明
会
等
を
開

催
す
る
。
是
非
、参
加
願
う
。

夕
張
に
引
き
続
き
、
赤
平

な
ど
が
大
変
な
状
況
に
あ

る
。
引
き
続
き
連
携
を
と

り
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

い
つ
総
選
挙
に
な
っ
て
も

い
い
よ
う
に
体
制
を
整
え

る
。
政
権
交
代
に
向
け
皆
さ

ん
の
お
力
を
お
借
り
し
た

い
。
私
も
全
力
を
つ
く
し
て

頑
張
る
。

「職場に根ざした提起し
ていく」と答弁する山田
副委員長

ご協力いただいた地方本部・単組の皆さま、ありがとうございました。

2008
地本の
イチオシ スムーズに議事を進めた議長団＝写真左が上川町職・藤井さん、

右が札幌市労・灰野さん＝２月４日、自治労会館

来
賓
あ
い
さ
つ

２
０
０
８
春
闘
の
テ
ー
マ

は
昨
年
に
引
き
続
き
格
差
社

会
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
全

道
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
る
。
小
泉
政
権
は
労

働
者
を
器
械
の
よ
う
に
扱
い

尊
厳
を
な
く
さ
せ
、
自
民
党

を
壊
す
前
に
国
民
の
生
活
を

壊
し
た
。
政
府
は
地
方
付
税

を
減
ら
し
、
地
域
医
療
に
競

争
原
理
を
持
ち
込
も
う
と
し

て
い
る
。
高
橋
知
事
は
、
道

民
の
先
頭
に
立
っ
て
政
府
に

転
換
を
求
め
る
姿
勢
が
見
え

な
い
。
地
方
を
元
気
に
す
る

春
闘
に
向
け
て
ご
奮
闘
を
期

待
す
る
。

地
域
が
疲
弊
し
て
い
る
中

で
自
治
労
が
地
域
で
頑
張
る

こ
と
が
大
切
。
な
ぜ
イ
ラ
ク

で
の
給
油
活
動
が
必
要
な
の

か
。
福
田
政
権
は
国
民
に
痛

み
を
押
し
付
け
る
だ
け
で
ア

メ
リ
カ
し
か
見
て
い
な
い
。

石
狩
・
小
樽
な
ど
に
米
軍

の
軍
艦
が
入
港
す
る
の
が
当

た
り
前
の
状
況
を
作
る
の
が

狙
い
。
首
長
・
住
民
を
含
め
、

反
対
運
動
を
作
る
こ
と
が
重

要
。
学
校
で
は
物
言
わ
ぬ
子

ど
も
を
作
る
教
育
が
さ
れ
て

い
る
。
反
対
の
心
を
行
動
に

す
る
こ
と
が
大
事
。
た
た
か

え
る
私
達
が
た
た
か
お
う
。

昨
年
の
統
一
選
挙
・
参
議

院
選
挙
で
大
き
く
躍
進
で
き

た
。
総
選
挙
で
勝
利
し
「
生

活
が
一
番
」
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
実
現
し
た
い
。
今
国
会

は
、
ガ
ソ
リ
ン
国
会
と
言
わ

れ
て
い
る
。
暫
定
税
率
の
廃

止
は
道
路
を
つ
く
る
、つ
く

ら
な
い
で
は
な
い
。税
は
国

民
生
活
そ
の
も
の
だ
。
今
、

や
る
べ
き
こ
と
は
、中
小
企

業
・
地
域
を
守
る
こ
と
。
暫

定
税
率
を
廃
止
す
る
こ
と
で

減
税
に
な
る
。
こ
の
効
果
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
税
と

は
何
か
を
問
い
か
け
る
た

め
、
地
域
で
行
動
を
行
う
。

本
年
３
月
に
広
域
化
計
画

が
制
定
す
る
が
、
衆
・
参
両

院
の
決
議
で
は
、「
自
主
的

に
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。
北
海
道
で
は
半
強
制
的

で
、
地
域
の
問
題
や
実
情
を

無
視
し
た
内
容
だ
。
地
方
の

消
防
職
員
は
劣
悪
な
環
境
で

任
務
に
つ
い
て
い
る
が
、
そ

の
根
本
の
問
題
を
北
海
道
は

無
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
自

ま
か
な
い
方
式
の
解
消
を
謳

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
消
防

協
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。
今

後
も
地
本
・
道
本
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

当
選
者
の
発
表

新
年
号
「
自
治
労
北
海

道
」『
２
０
０
８
地
本
の
イ
チ

オ
シ
・
お
い
し
い
も
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
』
に
２
５
７
人
か
ら

新
年
号
の
感
想
を
含
め
て
ご

応
募
を
頂
い
た
。

【
問
題
・
新
委
員
長
に
選
出

さ
れ
た
の
は
誰
？
】
の
答
え

は
、「
三
浦
正
道
」
委
員
長
。

今
年
の
１
番
人
気
は
「
宗

谷
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
え
さ
し
海

の
幸
セ
ッ
ト
」。５０
人
か
ら
選

ば
れ
た
人
気
商
品
。
２
番

は
、「
留
萌
・
甘
え
び
」
に
４３

人
。
３
番
は
「
道
本
部
・
ロ

イ
ズ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
セ
ッ

ト
」
に
３５
人
だ
っ
た
。

当

選

者

【
石
狩
・
円
山
動
物
園
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
、
ビ
ー
ル
】
冨

谷
幸
司
（
新
ひ
だ
か
町
職
）、

木
村
章

子（
全
・
胆

振
）【
後

志
・
本
格
米
焼
酎
た
ら
丸
杉

熟
成
】
平
口
浩
美
（
伊
達
市

職
労
）、大
谷
典
充
（
比
布
町

職
）、小
林
幸
一（
全
・
札
幌
）

【
上
川
・
羊
の
ま
ち
の
ス
ー

プ
カ
レ
ー
】
梶
浦
正
寛
（
積

丹
町
職
）、長
谷
川
和
美
（
初

山
別
村
職
）、渡
辺
美
香（
伊

達
市
役
所
）【
留
萌
・
甘
え
び
】

佐
藤
貴
子（
全
・
宗
谷
）、吉
川

友
佳
利（
札
幌
市
職
連
）、田

中
進
也
（
新
ひ
だ
か
町
職
）

【
宗
谷
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
え
さ

し
海
の
幸
セ
ッ
ト
】
尾
山
理

恵
（
美
瑛
町
職
）、宮
田
理

（
全
・
札
幌
）
塚
谷
久
美
子

（
本
別
町
職
）【
渡
島
・
活
ホ

タ
テ
】
有
我
克
博
（
網
走
市

労
連
）【
檜
山
・
ス
ル
メ
塩
辛
】

阿
部
直
美
（
訓
子
府
町
職
）、

川
野
真
智
子
（
中
標
津
町
職

労
）【
空
知
・
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

ス
、田
か
ら
も
ち
】松
本
俊
基

（
増
毛
町
職
）【
胆
振
・
洞
爺
湖

の
お
い
し
い
も
の
】
福
地
優

子（
根
室
市
職
労
）【
日
高
・
銀

聖
お
た
め
し
セ
ッ
ト
】
浅
田

志
津
香
（
江
別
市
職
労
）【
網

走
・
こ
つ
ぶ
ち
ゃ
ん
】山
口
真

由
（
稚
内
市
労
連
）【
十
勝
・

清
水
ス
イ
ー
ト
セ
ッ
ト
】
梅

坪
亮
二
（
下
川
町
職
）
高
松

修
一
（
小
樽
市
職
労
）
山
崎

千
穂
（
函
館
病
労
）、渡
辺
淳

子
（
苫
小
牧
病
職
）
横
山
千

鶴
子（
赤
平
市
職
）【
釧
根
・
中

標
津
ミ
ル
キ
ー
ラ
ー
メ
ン
、

ビ
ル
ク
、
中
標
津
】
中
村
健

哉
（
札
幌
市
職
連
）
北
崎
由

理
（
豊
富
町
職
）
大
門
孝
治

（
全
・
網
走
）【
本
部
の
品
】千

徳
よ
し
子
（
全
・
札
幌
）、藤

田
美
穂
（
む
か
わ
町
職
）【
道

本
部
・
ロ
イ
ズ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
セ
ッ
ト
】
小
野
淳
（
鹿
追

町
職
）、島
岡
勝
彦
（
滝
上
町

職
）、藤
原
真
実
（
滝
川
市
職

労
）、萩
原
千
明
（
せ
た
な
町

職
）、澤
村
政
敏
（
北
斗
市
職

労
）、更
科
信
輔
（
羽
幌
町

職
）

（
以
上
、
敬
称
略
）

道本部ホームページ

見てますか？

自治労北海道

組合員専用ページは

下記を入力してください

ユーザー名：douhonbu

パスワード：jh2007

村
田
事
務
局
長

連
合
北
海
道

住
友
代
表

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

佐
野
幹
事
長

民
主
党
北
海
道

小沼さん
（網走市労連）

宮
成
会
長

消
防
職
員
協
議
会

職場と地域から春闘をもりあげよう

峰
崎

直
樹

参
議
院
議
員

第４５回
衆院選

���２００８年２月１１日、２１日合併号（昭和２８年１２月１２日
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職職
場場
だだ
よよ
りり

「
ふ
ら
の
」な
ら
で
は
の
味
わ
い

【
富
良
野
市
労
連
】
富
良
野

市
ぶ
ど
う
果
樹
研
究
所
（
通

称
「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」）は
正

職
員
９
人
、
嘱
託
１
人
、
臨

時
職
員
２９
人
の
計
３９
人
で
、

ぶ
ど
う
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
・

果
汁
の
製
造
販
売
ま
で
、
市

直
営
の
公
営
企
業
と
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

始
ま
り
は
１
９
７
２
年
、

「
市
民
の
食
文
化
の
向
上
と

農
家
経
済
の
発
展
に
資
す
る

た
め
」
に
設
置
さ
れ
、
今
で

は
年
間
ワ
イ
ン
３０
万
本
、
果

汁
１７
万
本
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
食
事
と
の
相
性
を
考
え

辛
口
を
基
本
と
し
、
牧
歌
的

（
素
朴
）
で
「
ふ
ら
の
」
な

ら
で
は
の
味
わ
い
に
こ
だ
わ

っ
た
製
品
造
り
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
販
売
の
基
本
と

し
て
「
地
元
に
来
な
い
と
買

え
な
い
」「
豊
富
な
地
元
食
材

と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ（
相
性
）

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
の

願
い
か
ら
『
北
海
道
限
定
販

売
』
と
い
う
方
針
を
発
売
当

初
か
ら
守
り
続
け
て
い
ま

す
。最

近
で
は
種
類
も
増
え
、

ワ
イ
ン
１３
種
類
、
果
汁
３
種

類
を
北
海
道
全
域
で
展
開
し

て
お
り
、
酒
類
サ
ー
ビ
ス
の

プ
ロ
で
あ
る
「
ソ
ム
リ
エ
」

を
は
じ
め
、
国
産
ワ
イ
ン
に

目
も
く
れ
な
か
っ
た
ワ
イ
ン

愛
飲
者
に
も
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

今
後
も
幅
広
い
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
「
あ

な
た
の
１
本
」
と
な
り
得
る

よ
う
、品
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
、１
人
で
も
多
く

の
お
客
様
の
笑
顔
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
富
良
野
市
ぶ
ど
う
果
樹
研

究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス

http://w
w

w
.furanow

ine.jp/

（
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

石
出

訓
義
）

「国会」って身近なんだ！
あいはらくみこ参議

道
本
部
女
性
部
は
、
２
月
２
日
に
女
性
交
流
集
会
、

３
日
に
は
女
性
政
治
学
習
会
を
開
催
し
た
。
両
日
と
も

に
全
道
各
地
か
ら
約
２
０
０
人
が
札
幌
市
・
自
治
労
会

館
に
集
ま
っ
た
。

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
学
習

交
流
集
会
は
職
種
や
雇
用

形
態
を
問
わ
ず
、
広
く
女
性

組
合
員
が
意
見
交
換
、
交
流

し
春
闘
期
の
課
題
を
共
有
す

る
場
と
し
て
開
催
し
２７
回
目

に
な
る
。

今
回
は
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
山
村
弘
美
さ
ん
か
ら

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

～
心
の
健
康
づ
く
り
と
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

受
け
、
ス
ト
レ
ス
の
セ
ル
フ

ケ
ア
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
法
な
ど
を
学

び
、
分
散
会
に
つ
な
げ
た
。

■
地
域
労
働
者
と
の
連
携

ま
た
、
政
治
学
習
会
で

は
、
あ
い
は
ら
く
み
こ
参
議

を
招
き
、
非
常
勤
職
員
か
ら

組
合
役
員
、
国
政
に
出
る
ま

で
の
経
過
や
、
国
会
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
講
演
を

受
け
た
。
ま
た
、
地
域
医
療

の
問
題
や
職
場
に
お
け
る
均

等
待
遇
、
原
油
高
の
問
題
な

ど
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

あ
い
は
ら
参
議
か
ら
は
、

「
市
場
化
経
済
に
歯
止
め
が

き
か
な
く
、
雇
用
や
地
場
産

業
へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
。
こ
れ
か
ら
の
労
働

運
動
で
は
職
場
で
の
闘
い
に

加
え
、
地
域
の
労
働
者
と
の

連
携
を
一
層
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
助
言
が
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
国
会
が
身

近
に
感
じ
た
。
私
た
ち
が
現

場
で
頑
張
る
こ
と
で
良
い
政

治
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く

力
に
し
た
い
」
な
ど
、
多
く

の
声
が
あ
げ
ら
れ
た
。

交流集会には、男性も５人参加した

産産
別別
越越
ええ
てて
厳厳
しし
ささ
実実
感感

２
月
２
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
連
合
北
海
道
青

年
委
員
会
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。

「
働
く
人
の
生
活
防
衛
」

と
題
し
て
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
須
藤
臣

さ
ん
が
講
演
し
、
可
処
分
所

得
を
増
や
す
た
め
の
保
険
の

見
直
し
や
、
多
重
債
務
等
に

つ
い
て
実
例
を
挙
げ
た
話

は
、
将
来
設
計
だ
け
で
な
く

自
分
の
賃
金
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
「
結
婚
す
る
予
定

だ
が
、
必
要
の
な
い
保
険
を

や
め
て
、
財
形
貯
蓄
を
し
な

い
と
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
」「
賃

金
が
少
な
い
か
ら
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
た
い
」「
精
神
疾
患
休

職
者
が
復
帰
し
て
も
、
仕
事

を
カ
バ
ー
し
て
い
た
人
が
病

気
に
な
っ
て
し
ま
う
」「
独
法

化
で
、
雇
用
は
保
た
れ
、
何

と
か
な
る
と
い
う
思
い
は
あ

る
が
、
退
職
し
て
地
元
に
戻

り
た
い
」
な
ど
今
の
賃
金
・

職
場
環
境
・
将
来
へ
の
不
安

と
不
満
が
出
さ
れ
た
。

産
別
が
違
っ
て
も
、
青
年

労
働
者
が
同
じ
く
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を

共
有
し
た
。

ワインの仕込み作業

あいさつする渡邊青年委員会委員長ビン詰め作業

金
田
誠
一
代
議
士
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

て
、
北
海
道
８
区
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
自
治
体
職
員
１１
年
、
町
長

３
期
、
そ
し
て
国
会
議
員
歴
３
年
目
の
経

験
を
生
か
し
て
国
民
、
そ
し
て
自
治
体
の

目
線
で
仕
事
を
し
ま
す
。
国
家
全
体
の
民

主
主
義
と
自
治
は
密
接
に
関
連
が
あ
り
、

「
自
治
の
視
点
で
真
の
民
主
主
義
を
め
ざ

す
こ
と
」
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
２９
日
、
道
路
特
定
財
源
に
関
し
、

与
党
は
い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
法
案
」

と
い
う
、
国
会
軽
視
ど
こ
ろ
か
日
本

の
民
主
主
義
の
自
殺
行
為
に
も
な
る

愚
策
を
国
会
に
提
出
を
し
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
法
案
に
対
し
強
い
怒
り
を
持

っ
て
、総
務
委
員
会
で
質
疑
を
行
い
、結
果

的
に
取
り
下
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
道

路
特
定
財
源
問
題
は
改
革
の
本
丸
で
す
。

「
道
路
特
定
財

源
暫
定
税
率
廃

止
」
を
め
ぐ
っ
て

議
論
が
白
熱
し
て

い
る
。
先
日
、
と

あ
る
自
治
体
首
長

経
験
者
と
話
す
機

会
が
あ
っ
た
。
北

海
道
知
事
を
は
じ
め
、
多
く

の
自
治
体
が
廃
止
反
対
を
訴

え
て
い
る
が
、
本
音
は
一
般

財
源
化
を
望
ん
で
い
る
は
ず

だ
と
い
わ
れ
た
。
た
だ
、
ピ

ー
ク
時
に
２１
兆
円
あ
っ
た
地

方
交
付
税
が
５
兆
円
以
上
も

削
減
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、

新
年
度
予
算
編
成
に
支
障
を

来
し
か
ね
な
い
し
、
政
府
か

ら
の
何
ら
か
の
圧
力
も
あ
る

と
い
う
。
必
要
な
道
路
は
当

然
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
実
際

に
一
般
財
源
化
さ
れ
る
と
、

道
路
よ
り
地
方
交
付
税
引
き

下
げ
の
影
響
を
受
け
て
き
た

地
域
の
基
幹
産
業
や
福
祉
、

医
療
、
教
育
と
い
っ
た
と
こ

ろ
に
使
う
だ
ろ
う
な
と
も
い

わ
れ
た
。
医
療
や
、
介
護
保

険
、
国
保
や
社
会
保
障
な
ど

公
共
性
の
高
い
も
の
ほ
ど
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す

べ
き
と
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ

た
。
自
治
労
に
期
待
し
て
い

ま
す
と
言
わ
れ
た
。

自
治
労
綱
領
三
原
則
の
ひ

と
つ
、
地
方
自
治
の
民
主
的

確
立
、
私
た
ち
の
使
命
は
、

も
の
す
ご
く
大
き
い
。
そ
の

源
に
向
か
っ
て
た
た
か
う
し

か
な
い
。
（
川
本
ア
ツ
シ
）

自
治
の
視
点
で

真
の
民
主
主
義
め
ざ
す

北海道市町村職員福祉協会の

団体ゴルファー保険
〈ゴルフ特約等付帯 賠償責任保険〉

ホホーールルイインンワワンン・・アアルルババトトロロスス
費費用用担担保保特特約約付付

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp

おーさかさん
の

国会だより
�

話話余余中中忙忙

３月２１日まで受付中

◆パンフレットのご請求・お問い合わせは…

北海道ポールスターサービス�株保険部
〒０６０―０００４

札幌市中央区北４条西６丁目１毎日札幌会館９Ｆ

ＴＥＬ（０１１）２５１―０４６０ ＦＡＸ（０１１）２５１―０４６３

●引受保険会社：�損害保険ジャパン 札幌支店 営業課

●推薦団体

自治労北海道本部・北海道市町村職員共済組合

�北海道市町村職員福祉協会・北海道市町村職員年金者連盟

ゴルフシーズンは『安心の確保』から始まります！
万一の賠償事故やプレーヤーご自身のケガ、大切なゴル

フ用品の盗難などゴルフにも思わぬ危険がいっぱいです。

団体ゴルファー保険のワイドな補償で安心ゴルフをお楽し

みください。

もちろん、ホールインワン・アルバトロス達成時の祝賀

費用もセットされています。

しかも、保険料は団体割引適用で３０％オフと大変割安で

す。

●保険料（１年間）：３千円、４千円、５千円、６千円、

１万円の５タイプをご用意。

●申込締切日：平成２０年３月２１日�
※締切日以降のお申込はお取扱いできません。

●保険期間：平成２０年４月１日�から１年間

※この保険に加入できる方は�北海道市町村職員福祉協

会の会員とそのご家族です。

市町村共済加入自治体職員
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